
リモートプレゼンスの管理

この章は、次の項で構成されています。

• Serial over LANの設定, 1 ページ

• 仮想メディアの設定, 3 ページ

• KVMコンソール, 9 ページ

• 仮想 KVMの設定, 10 ページ

Serial over LAN の設定
Serial over LANを使用すると、管理対象システムのシリアルポートの入出力を IP経由でリダイレ
クトできます。ホストコンソールへ Cisco IMCを使用して到達する場合は、サーバで Serial over
LANを設定して使用します。

はじめる前に

Serial over LANを設定するには、管理者権限のあるユーザでログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Compute]メニューの [Server 1]または [Server 2]をクリックします。
ステップ 3 [Server]ペインの [Remote Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Presence]ペインの [Serial over LAN]タブをクリックします。

ステップ 5 [Serial over LAN Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

オンにすると、このサーバで Serial over LAN（SoL）がイネー
ブルになります。

[Enabled]チェックボックス
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説明名前

システムがSoL通信に使用するボーレート。次のいずれかにな
ります。

• 9600 bps

• 19.2 kbps

• 38.4 kbps

• 57.6 kbps

• 115.2 kbps

[Baud Rate]ドロップダウンリ
スト

システムが SoL通信をルーティングするシリアルポート。

このフィールドは一部の Cシリーズサーバだけで使
用できます。使用できない場合、サーバは、SoL通信
に COMポート 0を使用します。

（注）

次のいずれかを選択できます。

• [com0]：SoL通信は、外部デバイスへの物理 RJ45接続ま
たはネットワークデバイスへの仮想 SoL接続をサポート
する、外部からアクセス可能なシリアルポートであるCOM
ポート 0を介してルーティングされます。

このオプションを選択すると、システムは、SoLをイネー
ブルにし、RJ45接続をディセーブルにします。これは、
サーバが外部シリアルデバイスをサポートできなくなるこ

とを意味します。

• [com1]：SoL通信は、SoLだけを介してアクセス可能な内
部ポートである、COMポート 1経由でルーティングされ
ます。

このオプションを選択した場合、COMポート 1上の SoL
およびCOMポート 0上の物理RJ45接続を使用できます。

ComPort設定を変更すると、既存のすべてのSoLセッ
ションは切断されます。

（注）

[ComPort]ドロップダウンリス
ト

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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仮想メディアの設定

はじめる前に

仮想メディアを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Server]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [Remote Presence]をクリックします。
ステップ 3 [Remote Presence]ペインの [Virtual Media]タブをクリックします。

ステップ 4 [Virtual Media Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

オンにすると、仮想メディアがイネーブルになります。

このチェックボックスをオフにすると、すべての仮想

メディアデバイスはホストから自動的に切断されま

す。

（注）

[Enabled]チェックボックス

現在実行されている仮想メディアセッションの数。[Active Sessions]フィールド

オンにすると、すべての仮想メディア通信は暗号化されます。[Enable Virtual Media Encryption]
チェックボックス

これを選択すると、低電力 USBが有効になります。

低電力USBが有効化された場合、ISOをマッピングしてホスト
を再起動した後、ブート選択メニューに仮想ドライブが表示さ

れます。

[LowPowerUSB enabled]チェッ
クボックス

ステップ 5 [Save Changes]をクリックします。

Cisco IMC マップされた vMedia ボリュームの作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Compute]メニューの [Server 1]または [Server 2]をクリックします。
ステップ 3 [Server]ペインの [Remote Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]タブで、[Virtual Media]タブをクリックします。
ステップ 5 [Remote Presence]ペインの [Virtual Media]タブをクリックします。

ステップ 6 [Current Mappings]領域で、[Add New Mapping]をクリックします。
ステップ 7 [Add New Mapping]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

説明名前

マッピング用にマウントされるイメージの ID。[Volume]フィールド

マッピングのタイプ。次のいずれかになります。

選択したマウントタイプの通信ポートがスイッチで

イネーブルになっていることを確認します。たとえ

ば、マウントタイプとしてCIFSを使用している場合
は、ポート 445（これはその通信ポートです）がス
イッチでイネーブルになっていることを確認します。

同様に、HTTPの場合はポート 80、HTTPSの場合は
443、NFSの場合は2049をそれぞれイネーブルにしま
す。

（注）

• [NFS]：ネットワークファイルシステム。

• [CIFS]：Common Internet File System。

• [WWW(HTTP/HTTPS)]：HTTPベースまたはHTTPSベース
のシステム。

仮想メディアをマウントする前に、CiscoIMCは
サーバに pingを実行することによって、エンド
サーバへの到達可能性の確認を試みます。

（注）

[Mount Type]ドロップダウンリ
スト

マップするイメージのURL。形式は選択された [Mount Type]に
よって異なります。

• [NFS]：serverip:/shareを使用します。

• [CIFS]：serverip://shareを使用します。

• [WWW(HTTP/HTTPS)]： http[s]://serverip/shareを使用しま
す。

[Remote Share]フィールド

リモート共有の .isoまたは .imgファイルの名前と場所。[Remote File]フィールド
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説明名前

[Mount Options]フィールド
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説明名前

カンマ区切りリストで入力される業界標準のマウントオプショ

ン。オプションは選択された [Mount Type]によって異なりま
す。

[NFS]を使用している場合は、このフィールドを空白のままに
するか、次の中から 1つ以上を入力します。

• ro

• rw

• nolock

• noexec

• soft

• port=VALUE

• timeo=VALUE

• retry=VALUE

[CIFS]を使用している場合は、このフィールドを空白のままに
するか、次の中から 1つ以上を入力します。

• soft

• nounix

• noserverino

• guest

• [username=VALUE]：guestが入力された場合は無視されま
す。

• [password=VALUE]：guestが入力された場合は無視されま
す。

• sec=VALUE

リモートサーバとの通信時に認証に使用するプロトコル。

CIFS共有の設定に応じて、[VALUE]の値は次のいずれか
になります。

◦ [None]：認証は使用されません。

◦ [Ntlm]：NT LAN Manager（NTLM）セキュリティプ
ロトコル。このオプションは、Windows 2008 R2およ
びWindows 2012 R2でのみ使用します。

◦ [Ntlmi]：NTLMiのセキュリティプロトコル。このオ
プションは、CIFS Windowsサーバでデジタル署名が
有効な場合のみ使用します。
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説明名前

[Ntlmssp]：NT LANManagerのセキュリティサポート
プロバイダー（NTLMSSP）プロトコル。このオプショ

◦

ンは、Windows 2008 R2およびWindows 2012 R2での
み使用します。

◦ [Ntlmsspi]：NTLMSSPiプロトコル。このオプション
は、CIFS Windowsサーバでデジタル署名が有効な場
合のみ使用します。

◦ [Ntlmv2]：NTLMv2セキュリティプロトコル。このオ
プションは、Samba Linuxでのみ使用します。

◦ [Ntlmv2i]：NTLMv2iのセキュリティプロトコル。こ
のオプションは、Samba Linuxでのみ使用します。

[WWW(HTTP/HTTPS)]を使用している場合は、このフィールド
を空白のままにするか、次を入力します。

• noauto

仮想メディアをマウントする前に、CiscoIMCは
サーバに pingを実行することによって、エンド
サーバへの到達可能性の確認を試みます。

（注）

• username=VALUE

• password=VALUE

選択された [Mount Type]のユーザ名（必要な場合）。[User Name]フィールド

選択されたユーザ名のパスワード（必要な場合）。[Password]フィールド

ステップ 8 [Save（保存）]をクリックします。

Cisco IMC マップされた vMedia ボリュームプロパティの表示

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Compute]メニューの [Server 1]または [Server 2]をクリックします。
ステップ 3 [Server]ペインの [Remote Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]タブで、[Virtual Media]タブをクリックします。
ステップ 5 [Current Mappings]テーブルから行を選択します。
ステップ 6 [Properties]をクリックし、次の情報を確認します。

説明名前

新しいイメージを追加できるダイアログボックスが開きます。[Add New Mapping]ボタン

選択したイメージのプロパティを表示または変更できるダイア

ログボックスが開きます。

[Properties]ボタン

マウントされた vMediaのマップを解除します。[Unmap]ボタン

最後に試行されたマッピングのステータス。Last Mapping Status

イメージの ID。[Volume]カラム

マッピングのタイプ。[Mount Type]ドロップダウンリ
スト

イメージの URL。[Remote Share]フィールド

イメージの厳密なファイル位置。[Remote File]フィールド

マップの現在のステータス。次のいずれかになります。

• [OK]：マッピングは正常です。

• [In Progress]：マッピングが進行中です。

• [Stale]：Cisco IMCにマッピングが古いという理由を示すテ
キスト文字列が表示されます。

• [Error]：Cisco IMCにエラーの理由を示すテキスト文字列
が表示されます。

[Status]フィールド
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Cisco IMC マップされた vMedia ボリュームの削除

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Compute]メニューの [Server 1]または [Server 2]をクリックします。
ステップ 3 [Server]ペインの [Remote Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]タブで、[Virtual Media]タブをクリックします。
ステップ 5 [Current Mappings]テーブルから行を選択します。
ステップ 6 [Unmap]をクリックします。

KVM コンソール
KVMコンソールはCisco IMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボー
ド、ビデオ、マウス（KVM）の直接接続をエミュレートします。KVMコンソールを使用すると、
リモートの場所からサーバに接続できます。

サーバに物理的に接続されたCD/DVDドライブまたはフロッピードライブを使用する代わりに、
KVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、仮想CD/DVDドライブまたはフロッピー
ドライブにマップされる実際のディスクドライブまたはディスクイメージファイルです。次の

いずれでも仮想ドライブにマップできます。

•コンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•コンピュータ上の USBフラッシュドライブ

•ネットワーク上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•ネットワーク上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•ネットワーク上の USBフラッシュドライブ

KVMコンソールを使用してサーバに OSをインストールできます。

C3X60 サーバ向け Cisco UCS C シリーズ統合管理コントローラGUI 構成ガイド
9

リモートプレゼンスの管理

Cisco IMC マップされた vMedia ボリュームの削除



Cisco UCS C3260サーバに KVMコンソールを正常に設定するには、Cisco IMC、CMCおよび
BMCコンポーネントの IPアドレスを設定する必要があります。CLIインターフェイスまたは
Web UIを使用してこれらのコンポーネントの IPアドレスを設定できます。CLIの場合は、コ
マンド scope networkを使用するか、または scope <chassis/server1/2><cmc/bmc><network>を
使用して設定を表示します。

Webインターフェイスでネットワークコンポーネントの IPアドレスを設定するには、「ネッ
トワーク関連の設定」の項に記載する手順を参照してください。

（注）

Windows Server 2003の Internet Explorer 6 SP1から KVMコンソールを起動すると、必要なファ
イルをダウンロードできないことがブラウザから報告されます。この場合、ブラウザの [Tools]
メニューをクリックし、[InternetOptions]を選択します。[Advanced]タブをクリックし、[Security]
セクションの [Do not save encrypted pages to disk]チェックボックスをオフにします。KVMコン
ソールを再度起動します。

（注）

仮想 KVM の設定
はじめる前に

仮想 KVMを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Compute]メニューの [Server 1]または [Server 2]をクリックします。
ステップ 3 [Server]ペインの [Remote Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]ペインで、[Virtual KVM]タブをクリックします。

ステップ 5 [Virtual KVM]タブで、次のフィールドに入力します。

説明名前

オンにすると、仮想 KVMがイネーブルになります。

仮想メディアビューアにはKVMを使用してアクセス
します。KVMコンソールをディセーブルにすると、
Cisco IMCはホストに接続されているすべての仮想メ
ディアデバイスへのアクセスもディセーブルにしま

す。

（注）

[Enabled]チェックボックス

許可されている KVMの同時セッションの最大数。選択できる
数値は 1～ 4です。

[Max Sessions]ドロップダウン
リスト
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説明名前

サーバで実行されている KVMセッションの数。[Active Sessions]フィールド

KVM通信に使用するポート。[Remote Port]フィールド

オンにすると、サーバは KVMで送信されるすべてのビデオ情
報を暗号化します。

[Enable Video Encryption]チェッ
クボックス

オンにすると、KVMセッションはサーバに接続されているす
べてのモニタにも表示されます。

[Enable Local Server Video]
チェックボックス

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

仮想 KVM のイネーブル化

はじめる前に

仮想 KVMをイネーブルにするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Compute]メニューの [Server 1]または [Server 2]をクリックします。
ステップ 3 [Server]ペインの [Remote Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]ペインで、[Virtual KVM]タブをクリックします。

ステップ 5 [Virtual KVM]タブで、[Enabled]チェックボックスをオンにします。
ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

仮想 KVM のディセーブル化

はじめる前に

仮想KVMをディセーブルにするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要がありま
す。
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 2 [Compute]メニューの [Server 1]または [Server 2]をクリックします。
ステップ 3 [Server]ペインの [Remote Management]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]ペインで、[Virtual KVM]タブをクリックします。

ステップ 5 [Virtual KVM]タブで、[Enabled]チェックボックスをオフにします。
ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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